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Ⅰ．緒言
　わが国の認知症者数は、高齢者人口の増加に伴っ
て急速に増大している。2012 年における 65 歳以上
高齢者の認知症有病者数は、2010 年の推計値 1,2) か
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要旨　本研究の目的は、認知症予防講座の参加者を対象に認知症の人との接触経験の状況と認知症の人に対す



































　調査対象者は、A 市（人口約 3 万人；郡部）なら






年 2 月 10 日（A 市）、5 月 7 日（B 市）、5 月 21 日（B
市）、5 月 24 日（A 市）、6 月 24 日（A 市）、6 月 25



















































76 名（82.6%）であり、年齢は「30~39 歳」が 1 名
（1.1%）、「40~49 歳」1 名（1.1%）、「50~59 歳」が 4
名（4.3%）、「60~69 歳 」 が 24 名（26.1%）、「70~79
歳」が34名（37.0%）、「80歳以上」が28名（30.4%）
であった。また、所属地域については A 市が 65 名




















人数 ( ％ )
男性 16 ( 17.4 )
女性 76 ( 82.6 )
30～39歳 1 ( 1.1 )
40～49歳 1 ( 1.1 )
50～59歳 4 ( 4.3 )
60～69歳 24 ( 26.1 )
 70～79歳 34 ( 37.0 )
80歳以上 28 ( 30.4 )
A市 65 ( 70.7 )







ｙK1 認知症の人も周りの人と仲良くする能力がある 2 （ 2.2 ） 10 （ 10.9 ） 13 （ 14.1 ） 27 （ 29.3 ） 40 （ 43.5 ）
ｙK2 普段の生活でもっと認知症の人と関わる機会があってもよい 2 （ 2.2 ） 4 （ 4.3 ） 20 （ 21.7 ） 35 （ 38.0 ） 31 （ 33.7 ）
ｙK3 認知症の人が困っていたら迷わず手を貸せる 2 （ 2.2 ） 0 （ 0.0 ） 6 （ 6.5 ） 34 （ 37.0 ） 50 （ 54.3 ）
ｙK4 認知症の人と喜びや楽しみを分かちあえる 2 （ 2.2 ） 4 （ 4.3 ） 12 （ 13.0 ） 41 （ 44.6 ） 33 （ 35.9 ）
ｙK5 認知症の人も地域活動に参加したほうが良い 1 （ 1.1 ） 3 （ 3.3 ） 12 （ 13.0 ） 35 （ 38.0 ） 41 （ 44.6 ）
ｙK6 認知症の人とちゅうちょなく話すことができる 0 （ 0.0 ） 6 （ 6.5 ） 12 （ 13.0 ） 38 （ 41.3 ） 36 （ 39.1 ）
ｙK7 認知症の人が自分の家の隣に引っ越してきても構わない 7 （ 7.6 ） 20 （ 21.7 ） 22 （ 23.9 ） 20 （ 21.7 ） 23 （ 25.0 ）
「認知症の人に対する否定的な態度に関する項目」
ｙH1 認知症の人は周りの人を困らせることが多い 9 （ 9.8 ） 9 （ 9.8 ） 9 （ 9.8 ） 40 （ 43.5 ） 25 （ 27.2 ）
ｙH2 認知症の人は我々とは違う感情を持っている 14 （ 15.2 ） 18 （ 19.6 ） 7 （ 7.6 ） 32 （ 34.8 ） 21 （ 22.8 ）
ｙH3 家族が認知症になったら、世間体や周囲の目が気になる 16 （ 17.4 ） 15 （ 16.3 ） 6 （ 6.5 ） 34 （ 37.0 ） 21 （ 22.8 ）
ｙH4 家族が認知症になったら、近所づきあいがしにくくなる 14 （ 15.2 ） 23 （ 25.0 ） 6 （ 6.5 ） 31 （ 33.7 ） 18 （ 19.6 ）
ｙH5 認知症の人とどのように接したらよいか分からない 12 （ 13.0 ） 20 （ 21.7 ） 6 （ 6.5 ） 35 （ 38.0 ） 19 （ 20.7 ）
ｙH6 認知症の人の行動は理解できない 10 （ 10.9 ） 20 （ 21.7 ） 16 （ 17.4 ） 29 （ 31.5 ） 17 （ 18.5 ）
ｙH7 認知症の人はいつ何をするか分からない 6 （ 6.5 ） 14 （ 15.2 ） 10 （ 10.9 ） 32 （ 34.8 ） 30 （ 32.6 ）






人数（%） 人数（%） 人数（%） 人数（%） 人数（%）
項目 人数 ( ％ )
現在、介護をしている 7 ( 7.6 )
現在、介護はしていないが身内にいる 12 ( 13.0 )
現在、介護はしていないが近隣にいる 22 ( 23.9 )
過去に介護をしていた 23 ( 25.0 )
過去に介護はしていないが、身内にいた 10 ( 10.9 )
現在、ボランティアで関わっている 5 ( 5.4 )
過去にボランティアで関わったことがある 1 ( 1.1 )
現在、認知症の人のお世話をする仕事をしている 1 ( 1.1 )
過去に認知症の人のお世話をする仕事をしていた 1 ( 1.1 )
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Abstract：The present study aims to understand the relationship between experience of contact 
with persons suffering from dementia and attitudes toward people with dementia. A self-administered 
questionnaire was distributed among 112 participants in dementia prevention classes in “A” and “B” cities. 
The data obtained from 92 respondents were analyzed. The relationship between positive and negative 
attitudes toward dementia and the experience of contact with persons suffering from dementia were 
estimated. Subsequently, the causal sequence was modeled and analyzed using path analysis. Results did 
not indicate that negative attitudes significantly influenced the experience of contact with persons suffering 
from dementia. However, positive attitudes significantly influenced experience of contact with persons 
suffering from dementia, as these individuals had cared for a person suffering from this disorder. The 
present study indicated that participants who have cared for a person with dementia demonstrate positive 
attitudes toward people suffering from this disorder. Further research is necessary with a larger sample 
size and should be comprehensively reviewed.
Keywords：dementia prevention classes, experience of contact, attitude, path analysis
